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　苦情受付体制として、苦情受付担当者、苦情解決責任
者は配置されていると思います。それに加え、第三者委
員を配置することは外部の人々が介入する仕組みとして重
要です。
　また、「社会福祉事業の経
営者による福祉サービスに
関する苦情解決の仕組みの
指針（厚生労働省）」では、
苦情解決結果を、インター
ネットを活用して公表するこ
とと示されています。
　上記のことに関する参考
資料（苦情解決体制整備の
ために）をホームページに掲
載しています。

福祉サービス事業所の皆様へ

苦情解決 ツボ

【お問合せ先】
県福祉サービス運営適正化委員会
℡073-435-5527 ℻073-435-5584
e-mail:kujou@wakayamakenshakyo.or.jp

毎月２回夕食の
お弁当をお届けします

フクシ

メシ
vol.11紀美野町配食ボランティア

「まごころ弁当」

社会福祉法人　紀美野町社会福祉協議会
ボランティアセンター
　TEL　 073-489-9962

「いきがい・健康について考えてみませんか ?｣のご案内

このポスターは、指針に示されている事項（利用者等に対して、苦情受付担
当者、苦情解決責任者、第三者委員の氏名や連絡先などの苦情受付窓口
の周知を図ること）に準拠して作成したものです。

※苦情受付窓口等の周知用ポスター（B２）を送料実費負
担で配布しています。
必要な事業所の方は下記までお問合せください。

 視聴方法

パソコンまたはスマートフォン等で
https://douga.zensuiren.net/にアクセス
二次元コードからもアクセス
できます。

 配信期間

令和6年5月7日(火)10:00～5月20日(月)17:00
YouTubeで動画をご覧いただく講演会です。
視聴無料・申込不要　Wi-Fi環境でのご利用を推奨します。

  講演内容
 講演1　人生100年時代を生き抜くために 
-デジタルも味方につけよう-
若宮正子氏(ITエバンジェリスト/世界最高齢のプログラマー )

 講演2　介護予防のはじめの一歩 
-ごぼう先生と一緒に身体を動かしてみよう-
簗瀬　寛氏(健康体操クリエイター )

 講演3　シニアが拓く三方よしの地域づくり
藤原佳典氏(東京都健康長寿医療センター研究所　副所長)

 注意

本講演の録画、録音、撮影及び二次利用、
SNS等への投稿は固くお断りします。
著作権、肖像権侵害になります。

お問合せ先
地域福祉部 健康生きがい班
℡073-435-5214

全国オンライン講演会

お
問
合
せ
先

　紀美野町旧美里地区において、1990年（平成2
年）に発足した調理・配達ボランティアの「まごころ弁
当」。旧美里地区にお住まいの70歳以上の一人暮
らしの方（調理が困難な方）が対象で、月2回（第1
火曜と第3火曜）、調理ボランティアが交代制で調
理し、民生委員・配達ボランティアの皆さまが利用者
宅へ届けています。
　メニューは和食と洋食が交互となるように工夫さ
れており、食材は地元の商店に注文したものを使用
しています。季節感、栄養、彩りを心がけ、調理ボ
ランティアの皆さまが愛情をこめて作っています。利
用者は皆、月に２回の「まごころ弁当」を楽しみにされ
ています。

社会福祉法人 和歌山県社会福祉協議会

寄り添い つながる 広報誌

福祉わかやま �������

県社協の情報など
SNSで発信中

Facebook Instagram

今月の表紙
御坊市社協

「TSUNAGARUカフェ」
（P2~4に関連記事）

この広報誌の発行に一部共同
募金助成金を利用しています。

20245月号

特集
P2-4

5月は「孤独・孤立対策強化月間」です

御坊市社協では、令和5年4月よ
り“人と人が交流し、つながる場”
として「TSUNAGARUカフェ」を
開設しています。詳細は、御坊
市社協HPをご覧ください。



　孤独・孤立対策の柱の一つは「孤独・孤立に至っても、支援を求める声を上げやすい・
声を受け止める・声をかけやすい社会」とすることです。国では孤独・孤立についての
理解・意識や機運を社会全体で高めていくための取組を5月に集中的に行うこととし
ています。
　今月の特集は、国の施策の紹介、県社協活動計画とその取組を紹介します。
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「関係法令・通知」
欄に掲載中

詳しくは、内閣官房HPを
ご覧ください。



１ 
基
本
理
念

　
孤
独・孤
立
対
策（
孤
独・孤
立
の
状
態
と
な
る
こ
と
の
予
防
、
孤
独・孤
立
の
状
態
に
あ
る
者
へ

の
迅
速
か
つ
適
切
な
支
援
そ
の
他
孤
独・孤
立
の
状
態
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
資
す
る
取
組
）に
つ

い
て
、
次
の
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
定
め
る
。 

① 

孤
独・孤
立
の
状
態
は
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
何
人
に
も
生
じ
得
る
も
の
で
あ
り
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
孤
独・孤
立
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

② 

孤
独・孤
立
の
状
態
に
あ
る
者
及
び
そ
の
家
族
等（
当
事
者
等
）の
立
場
に
立
っ
て
、
当
事
者
等

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
。

③ 

当
事
者
等
に
対
し
て
は
、
そ
の
意
向
に
沿
っ
て
当
事
者
等
が
社
会
及
び
他
者
と
の
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
孤
独・孤
立
の
状
態
か
ら
脱
却
し
て
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
。 

２ 

国
等
の
責
務
等

　
孤
独・孤
立
対
策
に
関
し
、
国・地
方
公
共
団
体
の
責
務
、
国
民
の
理
解・協
力
、
関
係
者
の
連

携・協
力
等
を
規
定
す
る
。 

３ 

基
本
的
施
策 

・孤
独・孤
立
対
策
の
重
点
計
画
の
作
成

・孤
独・孤
立
対
策
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
、
多
様
な
主
体
の
自
主
的
活
動
に
資
す
る
啓
発

・相
談
支
援（
当
事
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
等
の
支
援
）の
推
進

・関
係
者（
国
、
地
方
公
共
団
体
、
当
事
者
等
へ
の
支
援
を
行
う
者
等
）の
連
携・協
働
の
促
進

・当
事
者
等
へ
の
支
援
を
行
う
人
材
の
確
保・養
成・資
質
向
上

・地
方
公
共
団
体
及
び
当
事
者
等
へ
の
支
援
を
行
う
者
に
対
す
る
支
援

・孤
独・孤
立
の
状
態
に
あ
る
者
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進

４ 

推
進
体
制

・内
閣
府
に
特
別
の
機
関
と
し
て
、
孤
独・孤
立
対
策
推
進
本
部（
重
点
計
画
の
作
成
等
）を
置
く
。

・地
方
公
共
団
体
は
、
関
係
機
関
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
必
要
な
情
報
交
換
及
び
支
援
内
容
に
関
す

る
協
議
を
行
う
孤
独・孤
立
対
策
地
域
協
議
会
を
置
く
よ
う
努
め
る
。

・協
議
会
の
事
務
に
従
事
す
る
者
等
に
係
る
秘
密
保
持
義
務
及
び
罰
則
規
定
を
設
け
る
。

具体的事業として、次の個別事業を行って
います。
＊市町村社協活動支援事業
＊生活福祉資金等貸付事業
＊日常生活自立支援事業
（地域福祉権利擁護・成年後見支援）
＊民生委員・児童委員協議会活動との連携・協働
＊ボランティアセンター事業
＊災害ボランティアセンター事業
＊いきいき長寿社会センター事業
＊制度の狭間にある福祉課題・生活課題解決へ
の協働プロジェクト
＊社会福祉施設・団体との連携強化及び支援事業
＊福祉人材確保等に係る返還免除付き貸付事業※活動計画の詳細については、県社協HP「第6次和歌山県社会

福祉協議会活動計画2022～2026年度」からご覧いただけます。

　孤独・孤立対策の柱の一つは「孤独・孤立に至っても、支援を求める声を上げやすい・
声を受け止める・声をかけやすい社会」とすることです。国では孤独・孤立についての
理解・意識や機運を社会全体で高めていくための取組を5月に集中的に行うこととし
ています。
　今月の特集は、国の施策の紹介、県社協活動計画とその取組を紹介します。
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①
孤
独・孤
立
対
策
の
安
定
的・継
続
的
な
実
施

②「
予
防
」の
観
点

（
内
閣
府
資
料
よ
り
抜
粋
）

　
近
時
に
お
け
る
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、
日
常
生
活
若
し
く
は
社
会
生
活

に
お
い
て
孤
独
を
覚
え
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
て
い
る
状
態
に
あ
る
者
へ
の
支
援
等

に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
、
国
等
の
責
務
、
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
及
び
孤
独・孤
立
対
策
推
進
本
部
の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
。

　
↓「
孤
独・孤
立
に
悩
む
人
を
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社
会
」、 「
相
互
に

支
え
合
い
、
人
と
人
と
の「
つ
な
が
り
」が
生
ま
れ
る
社
会
」を
目
指
す
。

趣
旨

概
要

取組紹介1
活動計画

和歌山県社会福祉協議会では第6次活動計画において
社会的孤立への対応を含む6項目を重点目標に掲げ、
取り組んでいます

❶ 社会的孤立への対応
（説明）新型コロナウイルス感染症の影響により、一層深刻化し
た社会的孤立の防止に引き続き取り組み、新たな生活課題への
対応等を図ります。

❷ 市町村社協と共に地域福祉の基盤づくり

❸ 相談支援・生活支援と権利擁護の充実

❹ 多様な主体や社会資源がつながる地域づくりの支援

❺ 地域福祉を支える組織や専門職の確保・養成

❻ 自然災害への対応

重点目標

2令和6年5月号3 令和6年5月号

「関係法令・通知」
欄に掲載中

詳しくは、内閣官房HPを
ご覧ください。



取組紹介2
生活福祉資金貸付制度和歌山市社協では、LINE相談を

実施しています。

日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護・成年後見支援）

生
活
福
祉
資
金
は
相
談
支
援
付
き
の

貸
付
け
で
す

市
町
村
社
協
で
は
、
特
例
貸
付
を
利
用

さ
れ
た
方（
世
帯
）へ
の
見
守
り
を
継
続

し
て
い
ま
す

誰にも頼れず、ひとりで悩みごとをかかえていませんか
内閣官房HPでは、いくつかのご質問に答えていただくことにより、約150の支援制度や窓口の

中から、状況に合った支援をチャットボットで探すことができます。活用ください。

詳しくはこちら

最後に…

　
相
談
者
が
抱
え
る
悩
み
は
、
生
活
費
が
工
面

で
き
れ
ば
解
決
で
き
る
と
い
っ
た
問
題
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
協
の
職
員
は
、
相
談
者
に

寄
り
添
い
、
相
談
の
背
景
に
あ
る
課
題
を
、
共

に
悩
み
考
え
ま
す
。
こ
の
寄
り
添
い
で
、
一
歩
踏

み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
相
談
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
単
身
女
性（
68
歳
）、
商
売
を
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
収
入
が
落
ち
込
み
、
特
例
貸
付
を
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
和
歌
山
市
社
協
職
員
が
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し
て

訪
問
を
重
ね
る
こ
と
で
、
女
性
は
こ
れ
ま
で
抱
え
て

き
た
悩
み
を
職
員
に
打
ち
あ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
も
収
入
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
戻
っ
て
お
ら
ず
、
生
活
は

苦
し
い
状
況
で
す
が
、
女
性

は「
話
を
聴
い
て
も
ら
う
こ

と
で
一
人
で
は
な
い
と
思
え
、

前
を
向
く
こ
と
が
で
き
た
。」

と
和
歌
山
市
社
協
職
員
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

切
れ
目
の
な
い
権
利
擁
護
体
制
の

構
築
か
ら
孤
独・孤
立
を
防
ぐ

一
体
的
な
権
利
擁
護
支
援
か
ら
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
す

　
県
社
協
で
は
、
本
人
の
判
断
能
力
の
状
況
に

応
じ
、「
問
題
発
生
前
の
見
守
り・予
防
」、「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業（※

１
）」、「
社
協

に
よ
る
法
人
後
見（※

２
）」が
市
町
村
社
協
に
お

い
て
一
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
A
市
に
持
家
で
独
居
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
40
代
前
半
の
男
性
の
ケ
ー
ス
。

就
労
と
退
職
を
繰
り
返
し
、
保
護
費
を
受
給
し
て
も
、
う
ま
く
や
り
繰
り
で
き

ず
、
親
族
と
の
関
係
も
希
薄
で
、
支
援
者
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
し
か
い
な
い
と
い

う
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
A
市
社
協
に
日
常
的
な
金
銭
管
理
に
つ
い
て
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
A
市
社
協
は
本
人
の
意
向
を
確
認
の
う
え
、
関
係
機
関
と

ケ
ー
ス
会
議
を
開
く
等
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
実
施
に
い
た
り
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
社
協
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
職
場
、
就
労
支
援
員
、
自
治
会
長

等
、
本
人
を
中
心
に
見
守
り
の
輪
を
構
築
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

（※

1
）物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
は
な
い
高
齢
者
や
知

的
障
が
い・精
神
障
が
い
が
あ
る
方
等
を
対
象
と
し
、
必
要
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
適
正
に
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
こ
れ

に
伴
う
日
常
的
な
金
銭
管
理
を
行
う
事
業
。
県
社
協
が
実
施
す

る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
う
ち
、
最
も
核
と
な
る
事
業

で
、
県
内
全
30
市
町
村
社
協
に
委
託
実
施
し
て
い
ま
す
。

（※

２
）社
協
が
法
人
と
し
て
後
見
人
と
な
り
、
後
見
業
務
を
実

施
す
る
こ
と
。
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
は
な
い
方

を
、
家
庭
裁
判
所
が
選
ん
だ
後
見
人
等
が
、
本
人
の
身
上
監

護
、
財
産
管
理
な
ど
、
本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
を
成

年
後
見
制
度
と
い
い
ま
す
。

いつも忘れず
気にかけてくれて
ありがとう😊

判断能力不十分 十分判断できる判断できない
本人の判断能力

市町村社協では一連のものとして取り組みます

成年後見活動の実施
法定後見・任意後見

福祉サービス利用援助事業

柔軟に対応できる制度の強化・確率

制度外の事業の開発・実施
判断能力を有する人の
日常金銭管理支援

問題発生前の予防段階

地域社会の支えのシステム化

▼

▼

4令和6年5月号5 令和6年5月号

皆
さ
ま
、
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

こ
ん
な
募
金
方
法
が
あ
る
ん
で
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
募
金

　
自
分
の
町
や
好
き
な
町
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
募
金
が
で
き
ま
す
。

●
赤
い
羽
根
自
動
販
売
機

　
こ
の
自
販
機

で
、
飲
料
を
買

う
だ
け
で
募
金

が
で
き
ま
す
。

●
法
人
募
金

　
法
人
の
社
会
貢
献
活
動
の一環
と
し

て
、
利
益
の一部
を
寄
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
事
業
所
や
店
舗
に
募
金
箱
を

置
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
遺
贈
・
相
続
寄
付

　
ご
自
身
の
財
産
や
相
続
財
産
を
愛
着

あ
る
町
の
福
祉
の
た
め
に
活
か
せ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　

　
今
年
も
10
月
1
日
か
ら
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
を
行
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

こ
ん
な
方
法
で
募
金
で
き
ま
す
！

メール info@akaihane-wakayama.or.jpメール   ＨＰ https://www.akaihane-wakayama.or.jp/

お
問
合
せ
先

社会福祉法人和歌山県共同募金会
〒640-8319 和歌山市手平2丁目1-2
県民交流プラザ和歌山ビッグ愛７階
℡073-435-5231 ℻073-435-5232

ふるサポ 検索

と
も
に
生
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て

〜
ふ
だ
ん
の 

く
ら
し
の 

し
あ
わ
せ
を

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
力
で
つ
く
り
ま
す
〜

令
和
６
年
度　
事
業
計
画・予
算
の
概
要

　
第
６
次
活
動
計
画
の
６
つ
の
重
点
目
標（
①
社
会
的
孤
立
へ
の
対
応
、

②
市
町
村
社
協
と
と
も
に
地
域
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
、③
相
談
支
援・生

活
支
援
と
権
利
擁
護
の
充
実
、④
多
様
な
主
体
や
社
会
資
源
が
つ
な
が
る

地
域
づ
く
り
の
支
援
、⑤
地
域
福
祉
を
支
え
る
組
織
や
専
門
職
の
確
保・

養
成
、⑥
自
然
災
害
へ
の
対
応
）の
達
成
に
向
け
て
、
令
和
６
年
度
に
新

た
に
取
り
組
む
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

和
歌
山
県
こ
ど
も
食
堂
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
県
よ
り
、「
和
歌
山
県
こ
ど
も
食
堂
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
事
務
局
を

受
託
し
、
こ
ど
も
食
堂
の
活
動
普
及
、
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

こ
ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
や
運
営
に
関
す
る
相
談
支
援

● 

こ
ど
も
食
堂
に
関
す
る
情
報
収
集・情
報
提
供

● 

食
材
や
寄
付
等
の
支
援
物
資
の
分
配
、
マ
ッ
チ
ン
グ

介
護
生
産
性
向
上
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
「
介
護
生
産
性
向
上
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
を
県
よ
り
受
託
し
、

介
護
施
設
等
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入・活
用
等
の
業
務
改
善
）を
促
進
し
ま
す
。

● 

生
産
性
向
上
相
談
窓
口
の
設
置

● 

生
産
性
向
上
の
取
組
促
進
に
向
け
た
伴
走
支
援（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
）

● 

生
産
性
向
上
推
進
セ
ミ
ナ
ー（
仮
称
）の
開
催

3,209,424
495,390
190,211
113,199
191,980
2,706,691
2,001,395
705,296
7,343

生活福祉資金会計
 生活福祉資金
 生活福祉資金貸付事務費
 要保護世帯向け不動産担保型生活資金
 臨時特例つなぎ資金

3,074,650
2,485,120
412,213
140,081
37,236

一般会計
会計区分
 事業区分 令和6年度

予算額
(単位：千円)

生活福祉資金会計
会計区分
 事業区分
  拠点区分
   サービス区分

令和6年度
予算額

(単位：千円)

一般会計
 社会福祉事業区分
  法人運営事業拠点区分
  施設団体サービス事業拠点区分
  住民サービス事業拠点区分
 公益事業区分
  民間社会福祉事業従事者共済事業拠点区分
  福祉人材確保等貸付事業拠点区分
 収益事業区分

令和６年度　会計区分別予算の概要

【お問合せ先】総務企画部 総務経営班
℡ 073-435-5222

わ
か
や
ま



取組紹介2
生活福祉資金貸付制度和歌山市社協では、LINE相談を

実施しています。

日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護・成年後見支援）

生
活
福
祉
資
金
は
相
談
支
援
付
き
の

貸
付
け
で
す

市
町
村
社
協
で
は
、
特
例
貸
付
を
利
用

さ
れ
た
方（
世
帯
）へ
の
見
守
り
を
継
続

し
て
い
ま
す

誰にも頼れず、ひとりで悩みごとをかかえていませんか
内閣官房HPでは、いくつかのご質問に答えていただくことにより、約150の支援制度や窓口の

中から、状況に合った支援をチャットボットで探すことができます。活用ください。

詳しくはこちら
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談
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え
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、
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面
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き
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。
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の
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者
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課
題
を
、
共

に
悩
み
考
え
ま
す
。
こ
の
寄
り
添
い
で
、
一
歩
踏

み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
相
談
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
単
身
女
性（
68
歳
）、
商
売
を
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
収
入
が
落
ち
込
み
、
特
例
貸
付
を
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
和
歌
山
市
社
協
職
員
が
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し
て

訪
問
を
重
ね
る
こ
と
で
、
女
性
は
こ
れ
ま
で
抱
え
て

き
た
悩
み
を
職
員
に
打
ち
あ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
も
収
入
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
戻
っ
て
お
ら
ず
、
生
活
は

苦
し
い
状
況
で
す
が
、
女
性

は「
話
を
聴
い
て
も
ら
う
こ

と
で
一
人
で
は
な
い
と
思
え
、

前
を
向
く
こ
と
が
で
き
た
。」

と
和
歌
山
市
社
協
職
員
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

切
れ
目
の
な
い
権
利
擁
護
体
制
の

構
築
か
ら
孤
独・孤
立
を
防
ぐ

一
体
的
な
権
利
擁
護
支
援
か
ら
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
す

　
県
社
協
で
は
、
本
人
の
判
断
能
力
の
状
況
に

応
じ
、「
問
題
発
生
前
の
見
守
り・予
防
」、「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業（※

１
）」、「
社
協

に
よ
る
法
人
後
見（※

２
）」が
市
町
村
社
協
に
お

い
て
一
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
A
市
に
持
家
で
独
居
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
40
代
前
半
の
男
性
の
ケ
ー
ス
。

就
労
と
退
職
を
繰
り
返
し
、
保
護
費
を
受
給
し
て
も
、
う
ま
く
や
り
繰
り
で
き

ず
、
親
族
と
の
関
係
も
希
薄
で
、
支
援
者
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
し
か
い
な
い
と
い

う
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
A
市
社
協
に
日
常
的
な
金
銭
管
理
に
つ
い
て
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
A
市
社
協
は
本
人
の
意
向
を
確
認
の
う
え
、
関
係
機
関
と

ケ
ー
ス
会
議
を
開
く
等
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
実
施
に
い
た
り
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
社
協
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
職
場
、
就
労
支
援
員
、
自
治
会
長

等
、
本
人
を
中
心
に
見
守
り
の
輪
を
構
築
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

（※

1
）物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
は
な
い
高
齢
者
や
知

的
障
が
い・精
神
障
が
い
が
あ
る
方
等
を
対
象
と
し
、
必
要
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
適
正
に
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
こ
れ

に
伴
う
日
常
的
な
金
銭
管
理
を
行
う
事
業
。
県
社
協
が
実
施
す

る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
う
ち
、
最
も
核
と
な
る
事
業

で
、
県
内
全
30
市
町
村
社
協
に
委
託
実
施
し
て
い
ま
す
。

（※

２
）社
協
が
法
人
と
し
て
後
見
人
と
な
り
、
後
見
業
務
を
実

施
す
る
こ
と
。
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
は
な
い
方

を
、
家
庭
裁
判
所
が
選
ん
だ
後
見
人
等
が
、
本
人
の
身
上
監

護
、
財
産
管
理
な
ど
、
本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
を
成

年
後
見
制
度
と
い
い
ま
す
。

いつも忘れず
気にかけてくれて
ありがとう😊

判断能力不十分 十分判断できる判断できない
本人の判断能力

市町村社協では一連のものとして取り組みます

成年後見活動の実施
法定後見・任意後見

福祉サービス利用援助事業

柔軟に対応できる制度の強化・確率

制度外の事業の開発・実施
判断能力を有する人の
日常金銭管理支援

問題発生前の予防段階

地域社会の支えのシステム化
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の
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に
イ
ン
タ
ー
ネ
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を
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て
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が
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き
ま
す
。

●
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の
自
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機

で
、
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を
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だ
け
で
募
金

が
で
き
ま
す
。

●
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の
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会
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献
活
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と
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、
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を
寄
付
す
る
こ
と
が
で
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や
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に
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を
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ま
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財
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を
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着
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る
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の
福
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の
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に
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。
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。
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も
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月
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ら
赤
い
羽
根
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同
募
金
運
動
を
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い

ま
す
。

　
皆
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の
ご
協
力

を
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し
ま
す
。

赤
い
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こ
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な
方
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で
募
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で
き
ま
す
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メール info@akaihane-wakayama.or.jpメール   ＨＰ https://www.akaihane-wakayama.or.jp/

お
問
合
せ
先

社会福祉法人和歌山県共同募金会
〒640-8319 和歌山市手平2丁目1-2
県民交流プラザ和歌山ビッグ愛７階
℡073-435-5231 ℻073-435-5232

ふるサポ 検索

と
も
に
生
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て

〜
ふ
だ
ん
の 
く
ら
し
の 

し
あ
わ
せ
を

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
力
で
つ
く
り
ま
す
〜

令
和
６
年
度　
事
業
計
画・予
算
の
概
要

　
第
６
次
活
動
計
画
の
６
つ
の
重
点
目
標（
①
社
会
的
孤
立
へ
の
対
応
、

②
市
町
村
社
協
と
と
も
に
地
域
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
、③
相
談
支
援・生

活
支
援
と
権
利
擁
護
の
充
実
、④
多
様
な
主
体
や
社
会
資
源
が
つ
な
が
る

地
域
づ
く
り
の
支
援
、⑤
地
域
福
祉
を
支
え
る
組
織
や
専
門
職
の
確
保・

養
成
、⑥
自
然
災
害
へ
の
対
応
）の
達
成
に
向
け
て
、
令
和
６
年
度
に
新

た
に
取
り
組
む
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

和
歌
山
県
こ
ど
も
食
堂
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
県
よ
り
、「
和
歌
山
県
こ
ど
も
食
堂
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
事
務
局
を

受
託
し
、
こ
ど
も
食
堂
の
活
動
普
及
、
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

こ
ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
や
運
営
に
関
す
る
相
談
支
援

● 

こ
ど
も
食
堂
に
関
す
る
情
報
収
集・情
報
提
供

● 

食
材
や
寄
付
等
の
支
援
物
資
の
分
配
、
マ
ッ
チ
ン
グ

介
護
生
産
性
向
上
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
「
介
護
生
産
性
向
上
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
を
県
よ
り
受
託
し
、

介
護
施
設
等
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入・活
用
等
の
業
務
改
善
）を
促
進
し
ま
す
。

● 

生
産
性
向
上
相
談
窓
口
の
設
置

● 

生
産
性
向
上
の
取
組
促
進
に
向
け
た
伴
走
支
援（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
）

● 

生
産
性
向
上
推
進
セ
ミ
ナ
ー（
仮
称
）の
開
催

3,209,424
495,390
190,211
113,199
191,980
2,706,691
2,001,395
705,296
7,343

生活福祉資金会計
 生活福祉資金
 生活福祉資金貸付事務費
 要保護世帯向け不動産担保型生活資金
 臨時特例つなぎ資金

3,074,650
2,485,120
412,213
140,081
37,236

一般会計
会計区分
 事業区分 令和6年度

予算額
(単位：千円)

生活福祉資金会計
会計区分
 事業区分
  拠点区分
   サービス区分

令和6年度
予算額

(単位：千円)

一般会計
 社会福祉事業区分
  法人運営事業拠点区分
  施設団体サービス事業拠点区分
  住民サービス事業拠点区分
 公益事業区分
  民間社会福祉事業従事者共済事業拠点区分
  福祉人材確保等貸付事業拠点区分
 収益事業区分

令和６年度　会計区分別予算の概要

【お問合せ先】総務企画部 総務経営班
℡ 073-435-5222

わ
か
や
ま



　
Ｗ
Ａ
Ｐ
は
、
主
に
３
つ
の
企
画
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

・『
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
』・・・

　
タ
イ
で
障
が
い
が
あ
る
子
供
達
の
社
会
参
画
を
支

援
す
る
た
め
、
車
い
す
の
寄
贈
や
企
画
交
流
会
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

・『
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
』・・・

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ゴ
ミ
山
で
ゴ
ミ
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
々
の
子
供
達
へ
の
支
援

と
し
て
、
現
地
の
学
校
等
と
連
携
し
、
子
供
達
の
将

来
の〝
夢
〞の
選
択
肢
を
増
や
す
た
め
の
企
画
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

・『
R
I
E
F
』・・・

　
フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
じ
て
国
際
協
力
活
動
に
参
加
で

き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ッ
ト
サ
ル
を
行
い
、
そ

こ
で
得
た
収
益
を
他
活
動
の
資
金
に
充
て
て
い
ま
す
。

和
歌
山
大
学
か
ら
国
際
協
力
を

　
私
達
は
入
団
と
と
も
に
所
属
班
を
決
め
、
活
動
し

ま
す
。

　
今
回
は
主
に
、『
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
』と『
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
』の
活

動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
は
ま
ず
、
支
援
内
容

の
企
画
か
ら
始
め
、
実
際
に
現
地（
タ
イ・イ
ン
ド
ネ

シ
ア
）へ
赴
い
て
、
１
週
間
程
度
活
動
し
ま
す
。

　
現
地
で
は
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
多
く
の
発
見
や
喜
び
が
あ

り
ま
す
。
大
学
の
座
学
で
は
学
べ
な
い
体
験
を
し
な

が
ら
、
子
供
達
の
た
め
に
活
動
で
き
る
こ
と
が
、
何

よ
り
の
や
り
が
い
で
す
。

　
ま
た
、
現
地
の
大
学
生
と
協
働
す
る
こ
と
も
多
く
、

渡
航
ま
で
の
期
間
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
合
せ
を
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で「
日
本
」に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
学
生
も
い
て
、
活
動
を
通
し
て
、

お
互
い
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

世
界
に
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
笑
顔
を
つ
く
る

た
め
に

　
「
子
供
達
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」と
思
っ
て
い
て

も
、
実
際
、
現
地
に
行
っ
て
み
る
と「
自
分
達
っ
て
何

が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」と
改
め
て
考
え
ま
す
。

　
３
つ
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
私
達
が
Ｗ
Ａ
Ｐ
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
考
え
続
け
て
、
そ
れ
を
後
輩
に
つ

な
い
で
、
国
を
越
え
た
支
援
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域福祉活動紹介シリーズ　vol.196

“私達にできること”を
 考え続けたい

　和歌山大学の学生３５名（令和６年３月時点）で
構成される和歌山ＡＳＥＡＮプロジェクト（ＷＡＰ）。
2012年に設立し、ＡＳＥＡＮ諸国を中心に、国際
協力のための様々な取組を行っています。今回、
ＷＡＰの学生４名にお話を伺いました。

和歌山ＡＳＥＡＮプロジェクト
（ＷＡＰ）

福祉人材キャリア形成支援研修 申込受付中

【お問合せ先】県福祉人材センター「ハートワーク」（県社協内） ℡073-435-5210

まなぶぞう

会　場
和歌山
ビッグ愛
オンライン
（Zoom）
和歌山
ビッグ愛

和歌山
ビッグ愛

和歌山
ビッグ愛
和歌山
ビッグ愛

研　修　名

6月6日（木）

6月21日（金）

6月26日（水）

5月31日（金）

7月18日（木）

受講申込期限開催日時
6月27日（木）
10：25～16：00
7月12日（金）
10：25～16：00
7月17日（水）
10：25～16：00
7月30日（火）
9：55～17：00
7月31日（水）
9：25～16：40
8月8日（木）
10：25～15：30
8月16日（金）
10：25～15：30

※研修の受講には、受講料がかかります。
※定員（先着）になり次第締め切ります。
※県社協会員は、会員価格で受講いただけます。
※詳細は県社協ホームページをご覧いただくか、
直接お問合せください。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
中止になる場合があります。

西條さん
さいじょう

日置さん
ひおき

中里さん
なかざと

山本さん
やまもと

質の高い仕事の進め方
のノウハウを学ぶ！
風通しのよい職場づく
り研修

介護技術研修（基礎編）

キャリアパス対応生涯
研修・初任者

アンガーマネジメント
研修
アサーティブコミュニ
ケーション研修

キャリア支援専門員・保育士等支援コーディネーターによる

福祉・介護・保育のおしごと応援！！
出張相談

【お問合せ先】
◎県福祉人材センター「ハートワーク」（県社協内）
　℡073-435-5211
◎紀南福祉人材バンク ℡0739-26-4918
（※ハローワーク田辺・新宮での出張相談の場合）

＊ハローワーク和歌山とハローワーク田辺では、介護
の仕事に関心のある方を対象にした「就職セミ
ナー」も併せて実施しています。

　県福祉人材センター及び紀南福祉人材バンクでは、以下のとおり
出張相談を行います。
　福祉・介護・保育の仕事に関心のある方、再就職や転職をお考え
の方等、お気軽に相談にお越しください。

　　　場　所
ハローワーク和歌山
ワークプラザ紀ノ川　
ハローワーク御坊
ハローワーク田辺
ハローワーク新宮

日時等はこちらから↓

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和６年度

〈SJ23-11315より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

タ
イ
ズ

キ
ュ
ー
ブ

リ
ー
フ

677 令和6年5月号令和6年5月号
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（ＷＡＰ）

福祉人材キャリア形成支援研修 申込受付中

【お問合せ先】県福祉人材センター「ハートワーク」（県社協内） ℡073-435-5210

まなぶぞう

会　場
和歌山
ビッグ愛
オンライン
（Zoom）
和歌山
ビッグ愛

和歌山
ビッグ愛

和歌山
ビッグ愛
和歌山
ビッグ愛

研　修　名

6月6日（木）

6月21日（金）

6月26日（水）

5月31日（金）

7月18日（木）

受講申込期限開催日時
6月27日（木）
10：25～16：00
7月12日（金）
10：25～16：00
7月17日（水）
10：25～16：00
7月30日（火）
9：55～17：00
7月31日（水）
9：25～16：40
8月8日（木）
10：25～15：30
8月16日（金）
10：25～15：30

※研修の受講には、受講料がかかります。
※定員（先着）になり次第締め切ります。
※県社協会員は、会員価格で受講いただけます。
※詳細は県社協ホームページをご覧いただくか、
直接お問合せください。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
中止になる場合があります。

西條さん
さいじょう

日置さん
ひおき

中里さん
なかざと

山本さん
やまもと

質の高い仕事の進め方
のノウハウを学ぶ！
風通しのよい職場づく
り研修

介護技術研修（基礎編）

キャリアパス対応生涯
研修・初任者

アンガーマネジメント
研修
アサーティブコミュニ
ケーション研修

キャリア支援専門員・保育士等支援コーディネーターによる

福祉・介護・保育のおしごと応援！！
出張相談

【お問合せ先】
◎県福祉人材センター「ハートワーク」（県社協内）
　℡073-435-5211
◎紀南福祉人材バンク ℡0739-26-4918
（※ハローワーク田辺・新宮での出張相談の場合）

＊ハローワーク和歌山とハローワーク田辺では、介護
の仕事に関心のある方を対象にした「就職セミ
ナー」も併せて実施しています。

　県福祉人材センター及び紀南福祉人材バンクでは、以下のとおり
出張相談を行います。
　福祉・介護・保育の仕事に関心のある方、再就職や転職をお考え
の方等、お気軽に相談にお越しください。

　　　場　所
ハローワーク和歌山
ワークプラザ紀ノ川　
ハローワーク御坊
ハローワーク田辺
ハローワーク新宮

日時等はこちらから↓

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和６年度

〈SJ23-11315より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用
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この冊子は、環境に優しい植物油インキで印刷しています。
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　苦情受付体制として、苦情受付担当者、苦情解決責任
者は配置されていると思います。それに加え、第三者委
員を配置することは外部の人々が介入する仕組みとして重
要です。
　また、「社会福祉事業の経
営者による福祉サービスに
関する苦情解決の仕組みの
指針（厚生労働省）」では、
苦情解決結果を、インター
ネットを活用して公表するこ
とと示されています。
　上記のことに関する参考
資料（苦情解決体制整備の
ために）をホームページに掲
載しています。

福祉サービス事業所の皆様へ

苦情解決 ツボ

【お問合せ先】
県福祉サービス運営適正化委員会
℡073-435-5527 ℻073-435-5584
e-mail:kujou@wakayamakenshakyo.or.jp

毎月２回夕食の
お弁当をお届けします

フクシ

メシ
vol.11紀美野町配食ボランティア

「まごころ弁当」

社会福祉法人　紀美野町社会福祉協議会
ボランティアセンター
　TEL　 073-489-9962

「いきがい・健康について考えてみませんか ?｣のご案内

このポスターは、指針に示されている事項（利用者等に対して、苦情受付担
当者、苦情解決責任者、第三者委員の氏名や連絡先などの苦情受付窓口
の周知を図ること）に準拠して作成したものです。

※苦情受付窓口等の周知用ポスター（B２）を送料実費負
担で配布しています。
必要な事業所の方は下記までお問合せください。

 視聴方法

パソコンまたはスマートフォン等で
https://douga.zensuiren.net/にアクセス
二次元コードからもアクセス
できます。

 配信期間

令和6年5月7日(火)10:00～5月20日(月)17:00
YouTubeで動画をご覧いただく講演会です。
視聴無料・申込不要　Wi-Fi環境でのご利用を推奨します。

  講演内容
 講演1　人生100年時代を生き抜くために 
-デジタルも味方につけよう-
若宮正子氏(ITエバンジェリスト/世界最高齢のプログラマー )

 講演2　介護予防のはじめの一歩 
-ごぼう先生と一緒に身体を動かしてみよう-
簗瀬　寛氏(健康体操クリエイター )

 講演3　シニアが拓く三方よしの地域づくり
藤原佳典氏(東京都健康長寿医療センター研究所　副所長)

 注意

本講演の録画、録音、撮影及び二次利用、
SNS等への投稿は固くお断りします。
著作権、肖像権侵害になります。

お問合せ先
地域福祉部 健康生きがい班
℡073-435-5214

全国オンライン講演会

お
問
合
せ
先

　紀美野町旧美里地区において、1990年（平成2
年）に発足した調理・配達ボランティアの「まごころ弁
当」。旧美里地区にお住まいの70歳以上の一人暮
らしの方（調理が困難な方）が対象で、月2回（第1
火曜と第3火曜）、調理ボランティアが交代制で調
理し、民生委員・配達ボランティアの皆さまが利用者
宅へ届けています。
　メニューは和食と洋食が交互となるように工夫さ
れており、食材は地元の商店に注文したものを使用
しています。季節感、栄養、彩りを心がけ、調理ボ
ランティアの皆さまが愛情をこめて作っています。利
用者は皆、月に２回の「まごころ弁当」を楽しみにされ
ています。

社会福祉法人 和歌山県社会福祉協議会

寄り添い つながる 広報誌

福祉わかやま �������

県社協の情報など
SNSで発信中

Facebook Instagram

今月の表紙
御坊市社協

「TSUNAGARUカフェ」
（P2~4に関連記事）

この広報誌の発行に一部共同
募金助成金を利用しています。

20245月号

特集
P2-4

5月は「孤独・孤立対策強化月間」です

御坊市社協では、令和5年4月よ
り“人と人が交流し、つながる場”
として「TSUNAGARUカフェ」を
開設しています。詳細は、御坊
市社協HPをご覧ください。




